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江
古
田
獅
子
舞 

が

 

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に

 

指
定
さ
れ
ま
し
た
！

 

江
古
田
獅
子
舞
保
存
会
の
堀
野
慧

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
苦
労
話
な

ど
お
聞
き
し
ま
し
た

　
毎
年
10
月
第
１
日
曜
日
に
江
古
田

氷
川
神
社
の
祭
礼
で
舞
わ
れ
る
江
古

田
獅
子
舞
、
保
存
会
発
行
の
冊
子
に

よ
れ
ば
『
田
楽
舞
の
内
の
獅
子
舞
と

し
て
古
の
姿
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て

七
百
年
・
・
・
都
内
の
郷
土
芸
術
と

し
た
。

◎
こ
の
度
の
指
定
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
指
定
を
受
け
る
ま
で
ど
の

く
ら
い
の
期
間
が
か
か
っ
た
の
で
す

か
？

堀
野
さ
ん
：
２
年
前
に
申
請
し
ま
し

た
。
そ
の
間
、
関
係
方
面
に
も
働
き

か
け
、
東
京
都
教
育
委
員
会
の
数
回

に
わ
た
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
あ
り
、
東
京

し
て
は
真
に
珍
し

い
存
在
で
あ
る
』

と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

 

こ
の
獅
子
舞
が

こ
の
ほ
ど
東
京
都

指
定
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

 

そ
こ
で
、
地
元

な
れ
ば
こ
そ
お
聞

き
で
き
る
郷
土
芸

術
を
守
り
続
け
る

苦
労
話
や
指
定
の

い
き
さ
つ
な
ど
に
つ

い
て
保
存
会
の
会

長
代
行
を
担
当
し

て
お
ら
れ
る
堀
野

慧
さ
ん
を
お
訪
ね

し
、
お
伺
い
し
ま

都
文
化
財
保
護
審
議
会
へ
の
諮
問
、

部
会
で
の
検
討
、
答
申
を
経
て
、
今

年
２
月
23
日
の
都
教
育
委
員
会
で
指

定
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
郷
土
芸
術
を
長
年
に
わ
た
っ
て
守
り

続
け
て
い
く
こ
と
は
本
当
に
大
変
な
こ

と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

堀
野
さ
ん
：
今
は
長
老
格
に
な
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
昭
和
55
年
父
親
の
後

を
継
ぎ
世
話
人
と
し
て
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

祭
礼
に
は
か
げ
祭
り
と
本
祭
り
が
あ

り
ま
す
が
、や
は
り
大
変
な
の
は
『
舞

い
手
と
練
習
会
場
の
確
保
』
で
す
。

舞
い
手
は
『
女
人
禁
制
』、
昔
は
家

の
長
男
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
女
獅
子
は
小
学
校
２
年
生
〜
３

年
生
、
中
獅
子
は
中
学
生
か
高
校
生
、

大
獅
子
は
社
会
人
、
全
部
で
30
人
ほ

ど
で
す
。
　
　
　

　

花
笠
と
笛
は
女
性
の
手
を
借
り
て

い
ま
す
。
舞
い
手
は
地
元
の
子
ど
も

達
だ
け
で
は
確
保
で
き
な
い
の
で
や

り
た
い
子
が
い
れ
ば
受
け
入
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
人
集
め
が
大
変

で
す
。

　

練
習
会
場
、
昔
は
地
元
有
志
の
広

間
を
借
り
て
や
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
改
築
さ
れ
る
家
が
増
え
、
広
間

も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

は
氷
川
神
社
を
お
借
り
し
て
練
習
を

重
ね
て
い
ま
す
。

◎
獅
子
舞
の
衣
装
や
、
祭
礼
の
経
費

な
ど
財
政
的
な
負
担
も
大
変
な
の
で

は
と
思
う
の
で
す
が
・
・
・

堀
野
さ
ん
：
中
野
区
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
助
成

金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た

地
元
５
町
会
か
ら
の
補
助
金
、
さ
ら

に
約
６
０
０
人
の
保
存
会
会
員
の
年

会
費
な
ど
で
賄
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
支
出
面
で
は
、
獅
子
の
衣

装
は
５
年
〜
７
年
で
作
り
直
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
獅
子
の
こ
う
が

け
は
『
ち
り
め
ん
』
で
作
っ
て
い

ま
し
た
が
、
か
な
り
高
価
な
の
で
、

今
は
扱
い
や
す
い
合
繊
の
ち
り
め
ん
を

使
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
指
定
を

受
け
た
の
で
、
中
野
区
か
ら
の
助
成

金
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
衣
装
等
に

指定証書授与式



獅子舞練習風景

平
成
28
年
度
に
、
区
の
教
育
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
発
展
に
功
労

の
あ
っ
た
方
、
各
種
大
会
・
行
事
等
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
の
中
か
ら
、

江
古
田
地
域
で
は
以
下
の
皆
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

表
彰
状

🌸

井
上
　
大
智
さ
ん

中
野
区
立
江
古
田
小
学
校
３
年

第
21
回
醍
醐
敏
郎
杯
全
国
少
年
柔
道

錬
成
大
会 

小
学
生
低
学
年
の
部

 

優
勝

🌸

柴
田
　
美
凪
さ
ん

中
野
区
立
第
七
中
学
校
３
年

第
60
回
全
国
学
芸
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン

ク
ー
ル 

理
科
自
由
研
究
部
門 

審
査

委
員
特
別
奨
励
賞

褒
状

🌸

香
月
　
志
音
さ
ん

中
野
区
立
第
七
中
学
校
３
年

第
33
回
関
東
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
大
会
　

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
の
部
ダ
ブ
ル
ス
　

優
勝

（
学
年
は
平
成
28
年
度
）

中
野
区
教
育
委
員
会
表
彰

　

江
古
田
の
年
中
行
事
で
特
筆
す
べ
き

も
の
と
言
っ
た
ら
、
誰
し
も
が
氷
川
神

社
に
伝
わ
る
勇
壮
な
獅
子
舞
を
あ
げ

る
に
ち
が
い
な
い
。

　

こ
の
伝
統
あ
る
獅
子
舞
が
現
在
も
な

お
、
地
元
の
熱
心
な
獅
子
舞
保
存
会

の
人
達
の
手
で
古
式
豊
か
に
続
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

獅
子
舞
の
起
源
は
、
御
岳
神
社
と

東
福
寺
に
よ
っ
て
鎌
倉
時
代
に
始
め
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
正
二
年
に

御
岳
神
社
が
氷
川
神
社
に
合
祀
さ
れ

て
か
ら
は
、
獅
子
舞
は
氷
川
神
社
に

属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
、
獅
子

舞
は
東
福
寺
の
境
内
に
舞
台
が
設
置

さ
れ
て
舞
っ
て
い
た
が
、
氷
川
神
社
に

社
務
所
が
で
き
て
か
ら
は
、こ
こ
に
移
っ

た
。江

古
田
の
獅
子
舞
は
、
素
朴
古
雅

で
、
田
楽
舞
の
正
し
い
演
武
法
を
伝

え
た
郷
土
芸
能
と
し
て
、
そ
の
伝
統

が
守
ら
れ
て
い
る
。

毎
年
、
秋
の
例
大
祭
に
こ
の
獅
子

舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
か
つ
て
例
祭
日

は
一
〇
月
二
九
日
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
二
七
年
か
ら
は
、
一
〇
月
の
第
一

日
曜
日
に
な
っ
た
。
本
祭
り
と
か
げ
祭

り
が
一
年
お
き
に
あ
り
、
本
祭
り
は

盛
大
で
、
江
古
田
一
丁
目
の
旧
名
主
、

深
野
家
か
ら
氷
川
神
社
ま
で
獅
子
舞

行
列
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
、
盛
観

そ
の
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、
氷
川
神
社
境
内
に
昔
な

つ
か
し
い
屋
台
が
な
ら
び
、
大
人
た
ち

に
と
っ
て
も
楽
し
い
、
な
つ
か
し
い
祭

り
と
な
っ
て
い
る
。

行
列
が
神
社
に
到
着
し
て
、
し
ば

ら
く
す
る
と
、
神
楽
殿
で
獅
子
舞
が

始
ま
る
。
あ
た
り
が
暗
く
な
り「

御
用
」

と
書
か
れ
た
提
灯
の
あ
か
り
が
目
に
と

江
古
田
獅
子
舞

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

(2)

【
対
象
】
小
学
校
２
～
６
年
生
く
ら

い
の
男
子

【
練
習
日
時
】
９
月
の
10
日
間
程
度
。

午
後
７
時
～
10
時

【
練
習
場
所
】
江
古
田
氷
川
神
社
社

務
所
な
ど

参
加
費
無
料
。
見
学
可
。

【
問
合
せ
】
江
古
田
獅
子
舞
保
存
会

会
長
代
行
　

堀
野
慧

☎
０
９
０
（
３
２
０
９
）
８
４
６
８

江
古
田
獅
子
舞 

舞
手
募
集

ま
る
。

古
老
の
話
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
将

軍
上
覧
以
来
、
江
戸
幕
府
が
獅
子
舞

の
た
め
に
特
に
使
用
す
る
こ
と
を
許
可

し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
獅
子
舞

行
列
に
関
し
て
は
、
江
古
田
四
丁
目

の
旧
家
山
崎
喜
作
氏
宅
に
保
存
さ
れ

て
い
る
江
戸
時
代
の
絵
巻
物
に
そ
の
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。（

現
在
は
歴
史

民
俗
資
料
館
に
御
用
札
な
ど
と
同
じ

く
保
存
さ
れ
て
い
る
）

行
列
に
は
、
大
獅
子
、
女
獅
子
、

中
獅
子
、
花
笠
、
笛
方
な
ど
が
色
彩

画
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
朱

雀
、
青
竜
、
玄
武
、
白
虎
の
四
神
が

目
に
と
ま
る
。

獅
子
舞
に
四
神
を
配
し
た
点
に
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
獅

子
舞
と
四
神
と
の
関
係
に
つ
い
て
研
究

の
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
。
　

※
昭
和
五
二
年
三
月
発
行

　
「

ふ
る
さ
と
中
野
の
民
俗
と
行
事
」

　

発
行
者
　

中
野
区
教
育
委
員
会
　

よ

り
抜
粋

要
す
る
費
用
の
７
割
は
都
が
負
担
し

て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
毎
年
の
や

り
く
り
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
、
是
非
保
存
会
に
入

会
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
今
年
、
年
男
の
堀
野
さ
ん
、
二
代

に
わ
た
っ
て
『
江
古
田
獅
子
舞
』
に

情
熱
を
注
い
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
郷

土
芸
術
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
の

後
継
者
育
成
で
堀
野
さ
ん
の
獅
子
舞

に
寄
せ
る
思
い
を
地
元
か
ら
支
え
な

け
れ
ば
・
・
・
と
あ
ら
た
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

江
古
田
獅
子
舞

巡
行
絵
巻
（
部
分
）

中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
よ
り
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